
令和元年度～令和５年度観測研究計画

課題番号：KUS 03

（１）実施機関名：

京都大学理学研究科

（２）研究課題（または観測項目）名：

阿蘇で学ぶ地震・火山災害への備え

（３）関連の深い建議の項目：

4地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上のための研究

(2)地震・火山噴火災害に関する社会の共通理解醸成のための研究

（４）その他関連する建議の項目：

3地震・火山噴火の災害誘因予測のための研究

(3)地震・火山噴火の災害誘因予測を災害情報につなげる研究

地震

火山

5 研究を推進するための体制の整備

(2)総合的研究

オ. 高リスク小規模火山噴火

(6)社会との共通理解の醸成と災害教育

（５）総合的研究との関連：

高リスク小規模火山噴火

（６）平成 30年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：
新規研究

（７）本課題の５か年の到達目標：

日奈久・布田川断層帯での 30年地震発生確率が全国の活断層のうちでは比較的高い部類に属するとさ

れていたにもかかわらず、この情報が地元自治体では共有されていなかった。地震や火山に関する情

報を適切な防災行動や防災対応につなげるためには、情報の受け手（一般市民）も地震や火山及びそ

れらに起因する災害について正しく理解することが必要となる。正しい理解のためには、学習する機

会を提供し、理解しやすくする仕組みが必要である。そこで、その機会や仕組みを地震・火山の準リ

アルタイムデータ表示や震災・火山噴火体験を交えたガイドプログラムの中に実装する。そしてまず

第一に、阿蘇にて活動するガイドの防災リテラシーを向上する。次にガイドを仲介媒体として、阿蘇

地域を訪れる観光客や他地域の自治体職員の地震や火山にかかる正しい知識を醸成する。

（８）本課題の５か年計画の概要：



地震・火山の準リアルタイムデータ表示として、「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計

画」（平成 25～30年度）において北海道大学の大島氏が開発した準リアルタイム火山情報表示システ

ムを改良して使用する（以下、表示システムと略）。

阿蘇地域では、火山博物館ガイドセンターやジオパークガイド協会に所属するガイドらが地震災害の

語り部などとして活躍している。また彼らは「熊本地震の経験や教訓を伝える修学旅行生向けの学習

プログラム」や「震災遺構を巡る観光ツアー」、「2016年 10月に爆発的噴火を起した阿蘇火山の案内」

などの震災体験を交えたガイドプログラムを既に実行している。本研究課題では、ガイドの情報発信

力を高めるため、2～3ヶ月に一回程度、阿蘇火山博物館などにおいてサイエンスカフェを開催する。

また、年に 1～2回、専門家（地震、火山、災害対応など）による講習会を実施する。また、ガイドと

ともに、阿蘇火山博物館での中高生への教育プログラムを改良し、修学旅行生に自地域でのハザード

を認識させるようにする。

なお、部会全体としての研修プログラム構築に知見を提供する予定である。

年次計画は以下の通りである。

R1年度：

○表示システムを熊本県庁と阿蘇地域振興局に設置し、地方自治体関係者の地震や火山情報に対する

ニーズを調査する。

○阿蘇火山博物館に観光客向けの表示システムを設置し、観光客の地震や火山情報に対するニーズを

調査する。

○阿蘇火山博物館を過去に修学旅行で利用した中高の上位５都府県をターゲットに、ハザードマップ

などを収集し、その府県向けの学習プログラムを作成し（阿蘇ガイドと協力し情報共有する）、随時実

施する。

○阿蘇ガイドを対象とする地震学セミナーを開催する。

Ｒ 2年度：

○環境省・南阿蘇ビジターセンターに観光客向けの表示システムを設置する。

○阿蘇火山博物館を修学旅行で利用した中高の 6 15位の都府県をターゲットに学習プログラムを作成

し、随時実施する。

○阿蘇ガイドを対象とした講演会やサイエンスカフェを定期的に開き、地震や火山に関する最新の知

見の共有をはかる。また、ガイド講習会の実施する。

R3-5年度：

○阿蘇火山博物館で全都道府県をターゲットに学習プログラムを作成する。

○阿蘇ガイドを対象とした講演会やサイエンスカフェを定期的に開き、地震や火山に関する最新の知

見の共有をはかる。

○ガイド講習会を実施する。そのなかで、阪神・淡路大震災等の過去災害における語り部活動の事例

を調査し、比較検討することにより、ガイドプログラムの向上をはかる。

（9）実施機関の参加者氏名または部署等名：
大倉敬宏

他機関との共同研究の有無：有

阿蘇ジオパーク事務局 　池辺伸一郎

阿蘇火山博物館 　豊村克則

（10）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：火山研究センター

電話：0967-22-5000

e-mail：bonkura@aso.vgs.kyoto-u.ac.jp

URL：



（11）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：大倉敬宏 　

所属：火山研究センター


